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１．首都圏３環状道路の整備状況

○平成２７年度までに、圏央道を含めた首都圏３環状道路が概成する予定。



２．圏央道について
（１）圏央道開通による物流の効率化

○輸送時間が大幅に短縮。（横浜港～八王子JCTの場合は約７１分短縮）
○輸送コスト低減が図れることから、圏央道沿線における物流施設や工場立地が期待されるところ。



２．圏央道について
（２）圏央道沿線の地域づくり支援、活性化への寄与

○圏央道沿線では、開通以降の新規工場立地面積の伸びは全国平均の３倍。



２．圏央道について
（３）圏央道（神奈川圏区間）周辺における大規模・高機能な物流拠点の集積

○圏央道の供用に伴い、ネット通販のニーズの高まり等と相まって、物流拠点が多数集積。
○それらの拠点に係る輸送では、時間制約へ対応するため、高速道路を有効活用。



○ ヤマト運輸は、「バリューネットワーキング」構想に基づき、三大都市に物流のゲートウェイターミナルを設置。

○ 従来の全国のターミナル（７０箇所）間の輸送に代え、ゲートウェイ間の多頻度幹線輸送により、当日輸
送範囲を三大都市圏へ拡大。

○ 国内、アジア、世界を速く、密につないでいく。

５

多頻度幹線輸送を実現するためのゲートウェイ
を三大都市圏に設置し、当日配達エリアを実現
する。

主要都市間の当日配達を実現する

出典：ヤマトホールディングスHPより国土政策局作成

３．高速交通網の整備による物流の変化
（１）物流の最適化

集荷した荷物を夕方までプールし、１日１回まとめて幹線輸送

ゲートウェイターミナルを活用した多頻度幹線輸送

沖縄国際物流ハブでは、施設内で迅速に
通関できるのが強み。アジア主要都市へ
の豊富な深夜貨物便を有し、アジアと国内
流通網を結ぶ。

アジアへの翌日配達を実現する 陸・海・空のスピード輸送
羽田クロノゲートは、陸海空の要所
が近接にある立地を活かした日本
最大級の物流ターミナル。
海外と国内の結節点である。



３．高速交通網の整備による物流の変化
（２）「環状物流ベルト」による物流の高付加価値化

○首都圏内陸部で多くの物流拠点が集積しつつある。（「環状物流ベルト」の形成）
○「組立」、「梱包」等の工場に近い機能を有する物流拠点も多い。
○製造業や小売業の裏方から、高付加価値を有する新たな物流への変貌。

■圏央道付近に集積する物流拠点（模式図）

圏央道近隣を中心に、高速交通網の充実し

た利便性の良い箇所に、主として内需向けの

物流施設が新たに集積しつつある。

開通済区間 事業中区間

物流拠点

成田空港

羽田空港

首都圏内陸部で最近開発された
（計画中のものを含む）物流拠点

扱う商品の大規模化、多様化により、多くの人

手が必要となり、これまで雇用や税収への貢

献が少なかった物流施設が雇用創出に貢献。

地域経済への貢献

物流施設内で組立や梱包を行うことにより、入

居企業が製品のみを在庫として抱えるよりも、

柔軟かつ効率的な運用が可能に。

物流の高付加価値化

「環状物流ベルト」の形成

６出典：日経ビジネス（2013.9.16）より国土政策局作成



４．羽田・成田空港の利便性向上
（１）羽田空港の利用者数

注（１） 平成25年度末

出典：空港管理状況調書
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○ 羽田空港においては、平成24年度の旅客数が前年比5％増の6,670万人となった。
○ このうち、国内線旅客数が5,875万人（前年比4％増）、国際線旅客数が795万人（前年比9％増）となっている。
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○ 成田空港においては、平成24年度の旅客数が前年比17％増の3,060万人となった。
○ このうち、国際線旅客数が2,688万人（前年比11％増）、国内線旅客数が372万人（前年比93％増）となっている。
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４．羽田・成田空港の利便性向上
（２）成田空港の利用者数
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４．羽田・成田空港の利便性向上
（３）空港バスの就航状況（羽田空港）

大宮地区
運賃：1,500円
所要時間：75～130分
運行間隔：30～120分
運行本数(発便)：17本

(着便)：23本

・所要時間は、出発地と空港側の最初の乗降停留所間のもの

○首都圏のバス事業者が、羽田空港と首都圏各方面の主要エリア（東京、神奈川、千葉、埼玉）との間において、１日あ
たり羽田空港行き345便、羽田空港発373便の空港アクセスバスの運行を行っている。
○国際便就航（平成21年～）に対応し、深夜早朝便を東京駅、新宿駅、池袋駅、品川駅、横浜駅方面との間で深夜0時
台に羽田空港発6便、早朝5時台までに羽田空港着6便を運行し、旅客の利便性向上が図られている。

新宿地区
運賃：1,200円
所要時間：35～95分
運行間隔：15～30分
運行本数(発便)：47本

(着便)：63本

池袋地区
運賃：1,200円
所要時間：50～90分
運行間隔：30～90分
運行本数(発便)：24本

(着便)：28本

町田地区
運賃：1,400円
所要時間：90～120分
運行間隔：15～95分
運行本数(発便)：26本

(着便)：34本

横浜地区
運賃：560円
所要時間：24～50分
運行間隔：10～90分
運行本数(発便)：131本

(着便)： 120本

東京地区
運賃：900円
所要時間：45～55分
運行間隔：40～60分
運行本数(発便)：16本

(着便)：16本

成田空港
運賃：3,000円
所要時間：75～115分
運行間隔：10～75分
運行本数(発便)：48本

(着便)：42本

羽田空港

千葉地区
運賃：1,220円～1,330円
所要時間：84～99分
運行間隔：15～45分
運行本数(発便)：36本

(着便)：47本

日本語＋英語

日本語＋中国語（簡体字）

日本語＋韓国語 をテロップ表示

国際線ターミナルビルの案内カウンターに、

すべてのバス路線の案内情報を統一的に表示

案内情報板の統一



１０

４．羽田・成田空港の利便性向上
（４）空港バスの就航状況（成田空港）

成田空港

大宮地区
運賃：2,750円
所要時間：95～115分
運行間隔：30分～90分
運行本数(発便)：16本

(着便)：15本

・所要時間は、出発地と空港側の最初の乗降停留所間のもの

○首都圏のバス事業者が、成田空港と首都圏各方面（東京、神奈川、千葉、埼玉）との間において、１日あたり成田空港
行き243便、成田空港発308便の空港アクセスバスの運行を行っている。
○平成24年７月就航のLCCに対応し、今夏期には成田空港行き15便、成田空港発11便増便するなど、増便が活発化す
るとともに、深夜早朝発着便対応も進んでおり、旅客の利便性向上が図られている。

＜運賃＞900円
＜運行本数＞東京駅発31本、成田空港発４９本
＜早朝対応＞東京駅（1：30）→成田空港（3：30）など５本
＜深夜対応＞成田空港（23:15）→東京駅（0:25）

新宿地区
運賃：3,000円
所要時間：85～110分
運行間隔：10分～30分
運行本数(発便)：44本

(着便)：57本

池袋地区
運賃：3,000円
所要時間：90～135分
運行間隔：30分～60分
運行本数(発便)：14本

(着便)：16本

町田地区
運賃：3,500円
所要時間：115～125分
運行間隔：30分～120分
運行本数(発便)：17本

(着便)：18本

横浜地区
運賃：3,500円
所要時間：85～102分
運行間隔：10分～20分
運行本数(発便)：55本

(着便)：57本

東京地区
運賃：3,000円
所要時間：85～90分
運行間隔：10分～45分
運行本数(発便)：75本

(着便)：126本

千葉地区
運賃：1,100円～1,200円
所要時間：65～90分
運行間隔：5分～100
運行本数(発便)：22本

(着便)：19本

＜運賃＞1,000円
＜運行本数＞東京駅・銀座駅発22本、成田空港発27本
＜早朝対応＞銀座駅（4：05）→成田空港（5：10）
＜深夜対応＞成田空港（22:30）→銀座駅（23:50）

東京駅周辺発着のLCC対応便

※鉄道との連携を図り、上記900円のバスについて、東京メトロ１日券（710円
相当）とセットで1,400円で販売。

※鉄道によるアクセスの場合の運賃との比較
・東京 ⇔ 成田空港（JR・成田エクスプレス） ・・・2,940円
・東京 ⇔ 成田空港（京成・成田アクセス特急） ・・・1,350円



４．羽田・成田空港の利便性向上
（参考１）羽田空港の路線数（国内）

○羽田空港は国内線ネットワークの中心として、全国４９都市との間に１日約４９０便が就航（平成２５年１１月現在）
○平成２４年度の輸送実績において、１６都市との間では年間１００万人以上の旅客流動がみられる。

稚内

女満別

中標津

旭川

帯広
新千歳

函館

三沢
青森

大館能代

秋田

庄内
山形

三宅島

八丈島

能登

富山

小松

伊丹
大島

岡山広島

新石垣 宮古

那覇

奄美

南紀白浜

関西

神戸

鳥取米子出雲

石見

山口宇部 高松

高知松山

宮崎

鹿児島

徳島

大分

北九州

福岡

佐賀

熊本
長崎

４９空港 約４９０便／日 ※平成２５年１１月現在

羽田 － 新千歳、福岡、那覇、伊丹、鹿児島、
熊本、広島、小松、松山、長崎、宮
崎、
高松、大分、北九州、関西、函館

福岡 － 那覇

中部 － 新千歳

関西 － 新千歳

那覇 － 新石垣
全22路線
（うち羽田路線16路線）

羽田の国内線ネットワーク

平成24年度年間旅客数100万人以上の路線

釧路

羽田空港

１日20便以上運航の路線

福岡 56便

新千歳 54便

伊丹 31便

那覇 27便

鹿児島 23便

熊本 21便

岩国

※出典：航空輸送統計年報（平成24年度）

中部

関西 － 那覇

那覇 － 宮古

１１



４．羽田・成田空港の利便性向上
（参考２）羽田空港の路線数（国際）

○2010年10月に実現した羽田空港への国際定期便の就航により、ロンドン、パリ、ニューヨーク、ロサンゼルス等の欧
米主要都市や、北京・上海等の近距離アジア都市との路線網が構築された。

○深夜早朝時間帯において、 2013年6月からシアトル、ドバイへ、11月から香港へ就航。

１２



2011.10.30～ スカイマーク就航 （札幌：2便、旭川：1便、那覇：2便、石垣：1便）

都市 / 空港

就航便数

現在
（参考）

2011年夏ダイヤ

札幌 11便 5便

旭川 1便 0便

仙台 2便 2便

新潟 1便 0便

小松 2便 2便

名古屋 中部 5便 6便

大阪
伊丹 4便 4便

関空 6便 1便

広島 2便 2便

松山 3便 0便

福岡 10便 5便

大分 3便 0便

鹿児島 2便 0便

那覇 7便 2便

石垣 1便 0便

合計 60便 29便

※集計対象期間は、冬ダイヤ期間（2013年10月27日～2014年3月29日）で、各社の運航スケジュールが規則的に推移し始める時期の2週間（2013年11月10日～11月23日）
※就航便数は、上記集計期間の出発便数を、日単位に割戻し、端数切上げで算出

就航先（国内線）

札幌

仙台

関空
福岡

広島
中部

成田空港

那覇

旭川

伊丹

小松

新潟

14都市15路線

鹿児島

大分
松山

石垣

2013.10.27～ピーチ・アビエーション就航 （大阪（関空）：2便）

2012. 7.  3～ ジェットスター・ジャパン就航 （札幌：4便、大阪（関空）4便）、松山：3便 、福岡：4便、大分：3便、鹿児島：2便、那覇：3便）

2013.12.20～バニラエアが就航予定 （那覇及び札幌を予定）
（2012.8.1に就航したエアアジア・ジャパンより社名変更）

４．羽田・成田空港の利便性向上
（参考３）成田空港の路線数（国内）
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http://www.skymark.co.jp/
http://www.jetstar.com/jp/ja/home


４．羽田・成田空港の利便性向上
（参考４）成田空港の路線数（国際）
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